WNT/β-カテニン経路抑制性化合物IC-2はスフェア形成を抑制し、大腸癌細胞の5-フルオロウラシルへの感受性を増強する by Urushihara, Shoichi
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WNT/β-catenin signaling inhibitor IC-2 suppresses sphere formation and sensitizes 
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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は、新規に合成した低分子化合物IC-2を用いて、大腸癌細胞株DLD-1の癌幹細胞に
対する効果を検討したものである。その結果、IC-2により、WNT/βカテニン経路の抑制、
スフェア形成の抑制、5-FUとの併用による抗腫瘍効果の増強効果を認めた。本論文の内容
は、癌幹細胞を標的とする治療法の有効性を示すものであり、明らかに学術水準を高めた
ものと認める。 
